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【巻頭言】農業と農作・環境保全・コミュニティ再生

 
6月 2日田植え 

 
7月 7日草刈り 

 

 
8月 18日生きもの調査と懇親会 

 
 

	
 本誌でお伝えしている通り、私が主宰している東洋大学総合情報学

部環境コミュニケーションゼミでは、今年度、川越市農政課とともに、

川越市笠幡の農地再生プロジェクトを実施しています。 

	
 約 20年遊休農地となっていた水田を再生させることによって、遊休

農地の営農を促進しようというものです。大学にとっては地域貢献や

学生の環境教育の意味合いも兼ね合わせています。ゼミの卒論生であ

る関根友也君を中心として、田植えや草刈り、生きもの調査などのイ

ベントに広く参加を呼びかけ、かわごえ環境ネットの会員にも参加し

ていただいています。 

	
 「稲作は毎年 1年生である」という指導の通り、猛暑日と降水が少

ない状況で、さらに水がたまりにくい土壌でさまざまな困難が続きま

したが、何とか収穫の時期を迎えようとしています。 

	
 みなみかぜいきいき田んぼの会の取組を見て参考にしてきましたが、

ゼミで主体的に稲作を進めてみると、環境に関わる研究や活動をする

私にとって、この農地で理想を実現するにはさまざまな課題があるこ

とがわかってきました。「農業」と「農作」の違い、「農業」を「環境

保全」や「コミュニティ再生」に結びつけることの困難さなどです。

今年の経験を次年度の活動に生かして、理想像を求めたいところです。 

	
 9 月 22 日（日）8:30〜12:00（終了予定）に稲刈りを実施予定です。

多くの方の参加をお待ちしています。詳しい内容は、本誌の「おしら

せ」と東洋大学エコキャンパスプロジェクト川越ホームページ

（http://team-6.eng.toyo.ac.jp/eco）に掲載いたします。 

（かわごえ環境ネット理事長・東洋大学教授	
 小瀬博之） 
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川越の自然を訪ねて（12）魚 魚 ギョッ
	
 川越の水系にはどのくらいの種類の魚がいる

のでしょうか。そしてどれくらいデカくなるの

でしょうか。「小畔川の自然を考える会」の魚類

調査では小畔川水系で 20 種類ほど記録されて

います（2013 年かわごえ環境活動報告集によ

る）。入間川でも種類はだいたい同じですが、こ

ちらはアユ（放流）がいます（川越市環境対策

課の調査資料による）。 

	
 では、自然状態での大きさはどうでしょうか。

8 月 2 日に北小畔川の下田橋付近で本会のメン

バーが生き物調査をしたところ、サデ網にやっ

と入るくらいのでかいナマズが飛び込んできま

した。幅 50cm の水槽に入れても尾を丸めるほ

どで 60cm はゆうにありました。それほど川幅

はないのですが、淵があって川環境はいいので

しょう。一昔前ならずいぶんご馳走なのでしょ

うが、今回は記念撮影をして自由放免です。コ

イやブラックバスでは Bigなサイズを見ますが、

ナマズでは珍しいのではないでしょうか。 

（賀登環） 

 
生き物調査の様子 

 
捕獲したナマズ 

 
サデ網

かわごえ環境ネットの活動報告

「エコプロダクツ川越 2013」

 
かわごえ環境ネット＋東洋大学の 

展示室
 

廃油のせっけん作り 
 

アクリルたわし作り 

 
伐採木の箸づくり 

 
生ごみリサイクル 

 
東洋大学の展示

	
 幅広い環境に関連した市内の各団体や企業に

呼びかけてはじめて開かれた「エコプロダクツ

川越 2013」が、8月 4日（日）10時から「つば

さ館」で開かれました。リサイクルの目玉展示

や出展企業の景品もあり、開場を待つ 270人余

の列ができ、800人近い来場者で賑わいました。 

	
 かわごえ環境ネットも 2階の工作室を会場に

「エコぐらし」をテーマに「地球温暖化防止と

エコぐらし」の展示、「川エコのすすめ」のパン

フレット紹介、松岡寿賀子さんの活動報告の展

示がありました。生ゴミのリサイクルコーナー

では、渡辺利衛さんの「ミミズ利用」と原嶋昇
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治さんの EM利用の堆肥作りなどが実演されま

した。 

	
 さらに、「廃油での石鹸作り」「アクリルたわ

し作り」「間伐材によるマイ箸作り」と、子ども

も交えて体験者が続きました。 

	
 今福の雑木林で捕れた「クワガタとカブトム

シ」を入れた透明ボックスを会場入口に置きま

したが、土の中に隠れているのを探す親子連れ

で賑わいました。また、東洋大学のグリーンカ

ーテン作りなどの環境への諸活動の展示もあり、

小瀬博之理事長の説明がありました。 

	
 いつもはリサイクルの家具や衣料品、自転車

でにぎわう 1階は、「川越蔵の会」や「木の家ネ

ット」の展示、「サンケン電気」の LED利用の

照明イベントなど、夏休みの体験学習向きのコ

ーナーで子どもらの歓声が聞かれました。 

	
 3 階は、耕福米の活動紹介のパネル展示で迎

えられ、主催の資源循環推進課の市民向けの不

法投棄防止の啓発パネルも掲示されていました。

広い研修室は、リサイクル作品の目玉が格安で

手に入ると、希望者でいっぱいでした。 

	
 2 階は、ロビーコーナーで、不用な紙を利用

した折り紙コーナー、町なかのゴミ出しの安全

ネットの実演 PR、JT の町なかクリーングッズ

の配布など、幅広い展示がありました。環境推

進員の制帽をかぶったグループも見られ、幅広

い市民の参加でにぎわった「エコプロダクツ川

越 2013」は 15時で終わりました。（武田侃蔵）

 
1階の会場風景（手前から川越蔵の会,木
の家ネット,サンケン電気,モスト技研） 

 
2階の会場風景（左から JT,折り紙 34, 

全国牛乳容器環境協議会） 

 
3階の会場風景（川越市）

「虫の観察会」報告 自然環境部会

 
観察会の様子 

 
観察会の様子 

 
セミの羽化

 
シロテンハナムグリ 

 
オナガグモ 

 
マグガタテントウ

日時：7月 28日（日）9:00～12:00 

参加者：31名 

講師：内田正吉（埼玉昆虫談話会）、 

   谷津弘子、門谷直樹、篠崎雄彦 

（NPO武蔵丘陵森林公園の自然を考える会） 

	
 この夏は早々と梅雨明け宣言があったわりに

は、その後の天候は不順で、7 月下旬は午後に

なると土砂降りというパターンが繰り返されま
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した。観察会前日の 7月 27日も雷を伴う大雨が

降り、どうなることかと思われましたが、明け

て当日はしばらくぶりの夏らしい晴れでした。

夏休みが始まって 2週目の日曜日でしたので、

ほとんどが親子での参加でした。 

	
 「（仮称）川越市森林公園」計画地の雑木林は

前夜の雨であらわれ清々しい緑で覆われていま

した。さあ、これから隠れるのが上手な虫をた

くさんの瞳で見つけます。すぐに気がつくのが

セミです。ニイニイゼミ、ミンミンゼミ、ヒグ

ラシ、アブラゼミが確認されましたが、最近ツ

クツクボウシの声を聞かなくなりました。「森の

さんぽ道」を入ってすぐの草地ではバッタやコ

オロギの仲間が見つかりますが、この時期はま

だ子どもで、体長も短く翅が未熟です。内田さ

んはバッタ類の専門家なので、ていねいに説明

がつきます。 

	
 虫のいるところはクモも共存しています。一

番目に付くのはジョロウグモで大きな網をはる

のでお馴染みですが、実は他にもたくさんの種

類がいます。今回はクモを研究している若手 

講師の方が 18種ほど確認しました。子どもたち

も初めは「ええーッ、クモ！」という反応でし

たが、話しを聞くうちに先入観が少し和らいだ

ようです。オナガグモという 5cmくらいの糸の

ように細いクモがいましたが、これはクモを食

うクモでその生態に参加者の皆さんは「こんな

細いクモがねえ！」と驚かれた様子でした。 

	
 散歩道のロープ杭の上でまさに今、セミが羽

化している場面に遭遇しました。普通は夜の間

のできごとですが、昨夜はあまりにも大雨だっ

たのでセミも躊躇したのではないかと思われま

す。それにしても何と無防備な行為でしょうか。

カラスのいい餌食になります。しばらくみんな

で薄水色の美しい体に見入りました。初めて羽

化を見たお子さんも多かったようです（大人も）。 

	
 子どもたちに人気のカブトムシ、クワガタは

昼間はあまり見つかりません。でも頭部だけの

残骸はかなり見つかります。カラスが餌にして

いるのは間違いないようです。昔は子どもが昆

虫採集していたカブトを、今はカラスが横取り

しているようです。 

	
 この雑木林では 300種の昆虫が過去に調査確

認されていますが、今回も僅かの時間でしたが、

下表のように多くの種がみつかりました。野生

の生き物はそれぞれの種に応じた環境に依拠し

て生息しているので、人間が特定の環境だけに

整備してしまうと彼らは行き場を失います。

様々な多様な環境のあるこの雑木林は多くの生

き物のオアシスです。そっと地面を見つめると、

そこにはたくさんの生き物が命を繋いでいます。 

（賀登環） 

観察会のリスト 
昆虫の仲間（*	
 印は幼虫による確認、spは○○の一種という確認） 
目 （科名は省略）種 数 
トンボ シオカラトンボ、ウスバキトンボ 2 
バッタ マダラカマドウマ、ヤブキリ、ハヤシノウマオイ*、クサキリ*、ササキリ*、 

エンマコオロギ*、ツヅレサセコオロギ*、アオマツムシ*、マダラスズ、ハラヒシバッタ、

オンブバッタ*、ショウリョウバッタ、クルマバッタモドキ 

13 

ハサミムシ オオハサミムシ 1 
カマキリ コカマキリ*、ハラビロカマキリ* 2 
ナナフシ ヤスマツトビナナフシ 1 
カメムシ プチヒゲカメムシ、ニイニイゼミ、ヒグラシ、ミンミンゼミ、アブラゼミ、 

アオバハゴロモ、アミガサハゴロモ、ベッコウハゴロモ 
8 

コウチュウ トウキョウヒメハンミョウ、コハンミョウ、アオオサムシ、ノコギリクワガタ、コクワガタ、

スジコガネ、マメコガネ、シロテンハナムグリ、マクガタテントウ、ナナホシテントウ、 
トホシテントウ、ウスバカミキリ、クワカミキリ、キボシカミキリ、エゴヒゲナガゾウムシ、 
オオヒラタシデムシ 

16 

ハチ クロヤマアリ、ハヤシクロヤマアリ、トゲアリ、コガタスズメバチ、ジガバチ sp 5 
チョウ コミスジ、イチモンジチョウ、ゴマダラチョウ、アカボシゴマダラ、コシロシタバ、 

アカシマメイガ、ミツモンキンウワバ、アメリカシロヒトリ*、シラホシコヤガ、 
コエビガラスズメ* 

10 
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クモの仲間 
クモ目 
（科名は略） 

ワスレナグモ、コクサグモ、ウヅキコモリグモ、ハリゲコモリグモ sp、オオヒメグモ、 
カグヤヒメグモ、ヒメグモ、オナガグモ、シロカネグモ sp、キララシロカネグモ、 
アシナガグモ、ジョロウグモ、コガタコガネグモ、ナガコガネグモ、ヨツデゴミグモ、 
ゴミグモ、ワカバグモ、アズチグモ 

18 

仙波河岸史跡公園たより

 
高く刈られた場所 

 
水のない池 

	
 7 月 17 日（水）は植物調査を行いましたが、

住宅と接している外周部分と中心部はしっかり

除草されており、確認は難しい状態にあります。

それ以外の部分は残されているので、現状維持

でこれ以上に除草しないことを願っています。

住宅地にある、新河岸川とつながる水辺のある

公園としての特色がなくなってしまいます。植

物が生え茂り、野鳥が飛来し、昆虫が生息でき

る自然環境が失われてしまえば、人間にとって

も憩いの場所ではなくなってしまいます。 

	
 公園には池が 2つありますが、入口から右の

池は地下水を供給できず地割れ、草原状態にな

っています。今の時期地下水の需要が多く、設

置してある設備能力では汲み上げられないとい

う事情があるようです。全体が地下水需要を増

加させている中で、地下水に頼っている限り毎

年起こりうる問題となります。今年のように降

雨量が少なく給水制限をしている現状では、ど

のように維持管理していくのかという新たな問

題も提起されてくるかもしれません。 

	
 他の場所が気になり、8 月の上旬新河岸川下

流域の湧水地を確認してみました。まず郭町浄

水場脇の湧水、龍の池弁財天の湧水は問題なし

でした。日枝神社裏の湧水はやはり涸れていま

したが、その下流の五つの湧水は水量が少ない

ものの健在でした。寺尾調節池内の湧水は水量

も多く問題なしですが、左岸河川敷の湧水は例

年のごとく夏涸れしていて、全体としては予想

通りでしょうか。 

	
 人間はもとより生き物にとって水は生命です。

自由に使用できることと受け止めて来たことも、

遮断される状況が発生するかも知れません。異

常気象による局地的な豪雨に備える、または少

雨に備えることも現実味あることとして考えて

おかねばならないことかも知れません。 

（菅野仲夫）

◆かわごえ環境ネットWebサービスをご活用ください 

・かわごえ環境ネットホームページ（http://kawagoekankyo.net/news） 

・会員ブログ（http://kawagoekankyo.net/member/） 

・Twitter（https://twitter.com/kawagoekankyo） 

・Facebookページ（https://www.facebook.com/kawagoekankyonet） 

https://www.facebook.com/kawagoekankyonet 
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会員からの報告 
オオタカの子育て	
 ―2羽巣立ち―
	
 昨年、持ち主が高木を択伐したので子育てを

放棄しましたが、今年は巣を替えて子育てに成

功しヒナの巣立ちまで観察できました（表を参

考に）。 

	
 6 月にはメスへのえさ運びで林のなかに食痕

があちこちに見られ、キジバトが食べられてい

ます。7 月になるとヒナの声が大きくなり、巣

を出てえさをねだる声が響きます。飛び方が下

手で、警戒心がないのでよく観察できます。 

	
 そして 8月、生きる術を学ぶために親と一緒

に林を出て行きました。 

	
 オオタカが子育てするには営巣場所、狩場、

若鳥の訓練場所と多様な自然環境が必要です。

若鳥の声が聞こえなくなった 8月、安心して子

育てができる環境がいつまでの続くことを願わ

ずにはいられませんでした。 

（個人会員	
 過昌司） 
オオタカの子育て経過 

4月 番（つがい）になる 
5月 1羽が巣に入る 
6月 えさをねだるメスの鳴き声 
7月 ヒナがえさをねだる鳴き声。巣の外でヒナの姿 
8月 親と林を去る（自立へ） 

 

「日本の今後 私たちの未来	
 ～小さな国の大きな奇跡 キューバから学ぶ」
	
 7月 28日（日）、13:30～16:30	
 茨城県の古河

福祉の森会館で、NPO法人ネットワーク地球村

代表高木善之氏の講演会を行いました。 

	
 初めて、古河での講演会スタッフに加わりま

した。県北・茨城・群馬の知人・友人達に声か

けましたが、6 月、とにかく忙しく、ギリギリ

の連絡。小学校からずっと一緒だった友が「今

回も聞きに行きたい。今回は、主人も一緒に聴

きに行く、と言っているの」と返事（嬉しいで

す）。約 40年ぶりの再会。講演会もワクワクで

すが、友と逢えるのもワクワクでした。 

	
 今回の参加者は、140 名（参加費はときがわ

町の同額）。市の職員の方達も聴きに来られてい

たようです。 

	
 今回は、幸せな「生き方」って、どんなだろ

う？。代表と 20人の仲間で視察してきたキュー

バ。前年視察してきた「幸せな国 ブータン」以

上に「幸せな国」と感じられたというキューバ。 

	
 崩れた物を治し、補充、中身だけ（容器、再

利用）。古い物でも大切に使う。 

	
 人との関係も、別れても、その後は以前のよ

うに仲良くつき合っているという。 

	
 年老いても、自分のできることをしつづける

ことで.........。 

	
 聴いていて自分の子供の頃を思い出した。そ

うだったなと思った。 

	
 今のような割合で、自殺も...環境破壊もなか

った。講演が終わって出てきた友人夫婦の顔が

すっきりして見えた。ご主人は「書籍コーナー」

に来られ、数冊購入されていた（勤務から帰ら

れ聴きに来られたご主人、「3時間の講演、居眠

りしないで聴いていた！」「また聴きたいから連

絡してね！」と、友からメール）。誘って、よか

った。 

	
 今回は、マリー・テレサの「カリガード（死

を待つ人の家）でボランティアしてきた人から

話が聴けたこともプラスになります。 

（松岡壽賀子）

川越市からのおしらせ 
くぬぎ山地区自然再生協議会主催	
 第 3回くぬぎ山保全管理活動イベント 環境政策課 

	
 9月 29日（日）午前 10時～正午（小雨決行）、

狭山市堀兼の自然再生地において、アカマツ林

の育成管理を主目的に外来植物等の駆除作業を

行います。参加費は無料です。受付はくぬぎ山
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の山脇学園用地にて 9時 30分から行います。 

	
 当日は、野外活動が行える服装（長袖、長ズ

ボン、軍手、帽子など）でご来場下さい。 

	
 締切は、9月 25日までに、くぬぎ山地区自然

再生協議会事務局（県みどり自然課内：電話 04

8-830-3150）までお申込みください。 

	
 なお、雨天時の決行の判断については、当日

の朝に下記のサイトでお知らせします。天候に

不安がある場合は確認してください。 

http://www.asahi-net.or.jp/~vy3h-nkjm/kunugi/ 

※QRコードからもアクセスできます。 

 

理事会・専門委員会からの報告 
事業運営委員会 

	
 第 4回委員会を 8月 28日に開催しました。1

1 名の出席でした。主な審議内容は次の通りで

す。 

①	
 8月 4日に出展した「エコプロダクツ川越 2

013」の反省を行いました。来場者が多く、出展

機会としてよかった、「エコプロダクツ」という

名称に対して展示では対応不十分で、今回、ワ

ークショップを含めたことはよかった、本会と

して、今後は会員に出展を働きかけるべきなど

の意見がありました。 

②	
 10月 6日（日）に開催される「2013アース

デイ・イン・川越 立門前」、10月 18・19・20日

（金・土・日）に実施される「川越まつりまち

美化活動」の実施予定を確認しました。 

③	
 2 月 22 日（土）に開催される「第 12 回か

わごえ環境フォーラム」の実施について検討し

ました。午後に実施するワークショップは、分

科会の人数が多かったので、もう少し少人数の

グループに分けること、統一テーマを持たせる

ことなどの提案がありました。次回の委員会で

環境活動報告会の要項を確定し、本誌 10月号に

おいて周知するとともに、ワークショップのお

およその実施要領を決定することとなりました。 

（委員長	
 小瀬博之）

社会環境部会 

	
 8月の例会は、9日（金）福田ビル 3階会議室

にて 11名の出席者で会議を進めました。 

	
 エコプロダクツ川越 2013は、部会メンバーの

大半が出席し、それぞれ対応に携わりました。

特に、来場者参加の廃油の石鹸づくり、伐採木

の箸づくり、アクリルたわし作成などは好評で

した。 

	
 環境施設めぐりについては、8 月 1 日の受付

開始日に 26名に達し、今回は 26人乗りの小型

バスから 33 人乗りの中型バスに変更して対応

することにしました。部会メンバーがそれぞれ

役割分担し、滞りなく実行できるよう準備する

ことにしました。 

	
 環境講演会の講師は、環境カウンセラーの宮

崎誠さんにお願いしました。演題は「地球温暖

化対策とエコ暮らし」で、30～40名程度の参加

者を予定、11月後半～12月前半に開催すること

にしました（その後の調整で 11月 16日（土）

午後に予定）。 

	
 その他、夏の交流会、アースデイ・イン・川

越 立門前、北公民館かんきょう祭り、川の生き

物調査、狭山丘陵見学バスツアー等の話題につ

いて話し合いました。 

（社会環境部会代表	
 原嶋昇治）
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自然環境部会 

	
 8月定例会は福田ビル 3階にて 10名の参加で

開催されました。この日は 1週間にわたる連続

猛暑日の始まりでした。内容は次の通りです。 

①活動報告 

・「（仮称）川越市森林公園」計画地：7/8 植物

調査（県民参加モニタリング調査）14名参加

トンボソウなど調査、7/22保全活動・武蔵野

ふれあいの森選択的草刈り 12名参加 

・7/28「虫の観察会」30名参加	
 報告は別途 

・8/3「田んぼの生き物調査」みなみかぜいきい

き田んぼの会と共催 

・仙波河岸史跡公園植物調査	
 6名参加 
・8/6池辺公園キツネノカミソリなど調査 
②川越のチョウを知るために−実地観察会につ

いて：9 月 11 日（水）10 時～12 時	
 安比奈

親水公園集合 

③本誌「川越の自然」シリーズの記事について 

・環境ネットの会員だけでなく広く記事を求め

る。 

・コラム的な内容を取り混ぜて気軽に書けるよ

うにする。 

（自然環境部会代表	
 賀登環）

おしらせ 
川越のチョウを知るために―実地観察会―に参加を

	
 環境政策課で、今年 3月から自然環境調査と

して「あなたのまわりの蝶をお知らせください」

の取組を始めています。市民参加の広域的な調

査はチョウに関心をもってもらうためには大切

な活動です。 

	
 また、情報の正確さや市民への普及を考え、

チョウおよびその環境に関心をもてる観察者の

育成が必要となっています。そのために、チョ

ウの専門家（猪俣昇氏：本会会員）を招いて、

チョウの採集、見分け方、その生態などを実地

で研修します。 

日時： 9月 11日（水）10:00-12:00（集合 10:00） 

（雨天の場合は 12日に順延） 

会場：安比奈親水公園入口駐車場 

持ち物等：帽子、タオル、水筒、長そで・長ズ

ボンで（暑さ対策をお願いします） 

*当日の連絡は猪俣氏（Tel.049-232-1101） 

＜参考＞川越市：あなたのまわりの蝶をお知ら

せください（平成 25年度自然環境調査） 

https://www.city.kawagoe.saitama.jp/www/contents

/1361424070238/

「2013アースデイ・イン・川越 立門前」10月 6日（日）に蓮馨寺など 4会場で開催
	
 15回目を迎えた「アースデイ・イン・川越」

は、水上公園駐車場で 6 回、鏡山酒造跡地で 3

回、蓮馨寺・熊野神社・旧織物市場・旧鶴川座

を会場として「アースデイ・イン・川越 立門前」

と名づけて 6回目を迎えました。YMCAを中心

に環境団体も応援して継続していますが、埼玉

県で続いているのは川越市だけになりました。

地球環境改善、国際交流による世界平和を願う

「アースデイ」の活動の意義は高まっています。 

	
 今回は、アースデイの意義を、標語・短歌・

俳句・川柳・都々逸など文芸作品に託して、市

民から幅広く募集しています。また、地元自治

会、商店会と連携して「まちづくり」の一環と

してのアースデイへと努力しています。ホーム

ページ、Facebookページも開設しました。 

http://earthdayinkawagoe.hp2.jp 

https://www.facebook.com/earthdayinkawagoe 

（武田侃蔵） 
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【再掲・予告】「狭山丘陵見学」（バスツアー）を 11月 7日（木）に開催
	
 環境学習の一環で、整備が進む「さいたま緑

の森博物館」、トトロのふるさと基金の事務局が

ある「クロスケの家」等を訪ね、狭山丘陵にお

ける生物多様性保全の取組状況を学びます。 

日時：11 月 7 日（木）8:20-17:00（少雨決行）

川越駅西口暫定自由広場 8:30出発 

行先：さいたま緑の森博物館、クロスケの家、

菩提樹池 

定員：先着 30人、参加費 1500円 

損害保険料を含む、弁当持参途中で購入が可能

です。 

申込：10月 1日（火）9時より電話で環境政策

課に申込ください。（Tel.049-224-5866） 

	
 会員の方は、8 月号に同封されたチラシをご

覧ください。行程など詳しく書かれています。 

＜関連サイト＞ 

・さいたま緑の森博物館（http://saitama-midorin

omori.jp） 

・公益財団法人トトロのふるさと基金（http://w

ww.totoro.or.jp/）

【お願い】タヌキ、ハクビシン、アライグマの情報を求めています 
	
 “埼玉県で生物多様性の変化を把握すること”

を目的に、県は 2008年から「県民参加生き物モ

ニタリング調査」を行っており、本会も当初か

らこの調査に協力しています。調査対象となっ

ているタヌキ、ハクビシン、アライグマは、夜

行性で日中は見つけにくいため川越市内での分

布は不明確ですが、私たちの身近にいる動物と

なっています。特に、北米原産のアライグマは、

最近急速にその生息数を増やし、農作物や住宅

への被害が広がり、問題となっています。 

	
 本調査では、絶滅に瀕している動植物だけで

なく、環境に適応して広がった動植物のモニタ

リングも行っています。 

	
 川越市内のこれらの動物に関して、みなさま

が持っている情報（目撃日時・おおまかな場所・

動物の種類）を教えてください。 

	
 情報は、Fax.又は E-mailでかわごえ環境ネッ

ト事務局（環境政策課環境推進担当：Fax.049-2

25-9800,  E-mail: kankyoseisaku@city.kawagoe.s

aitama.jp）までお寄せください。 

＜参考＞埼玉県：県民参加生き物モニタリング

調査 

http://www.pref.saitama.lg.jp/site/sub-tayouseihoze

n/kenmoni-top.html 

かわごえ環境ネット主催行事一覧（記号の凡例はイベントカレンダーをご参照ください）

＜会合＞ 

●社会環境部会（2013年 9月度） 

日時：9月 13日（金）13:00-15:00 

場所：福田ビル 3階会議室（川越市郭町 1-2-3） 

●自然環境部会（2013年 9月度） 

日時：9月 13日（金）15:00-17:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

	
 両部会は、毎月第 2金曜日の 13:00-15:00, 15:

00-17:00の連続開催です。次回は 10月 11日（会

場は福田ビル 3階会議室）です。会員であれば

自由に出席できる話し合いにご参加ください。 

◆広報委員会（2013年 9月度） 

日時：9月 17日（火）9:00-10:30 

場所：川越市役所 5階フリースペース 

（川越市元町 1-3-1） 

	
 次回は 10月 18日（金）9:00-10:30に開催 

◆理事会（2013年度第 6回） 

日時：9月 27日（金）9:00-10:30 

場所：川越市役所 7C会議室 

	
 時間短縮。10月は 25日（金）9:00-10:30 

◆事業運営委員会（第 5回） 

日時：9月 27日（金）10:30-12:00 

場所：川越市役所 7C会議室 
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 次回は 10月 25日（金）10:30-12:00 

＜自然環境の調査・保全活動＞ 

★池辺公園定例活動（毎月第 1火曜日） 

日時： 9月 3日・10月 1日（火）9:00-12:00 

場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 

問い合わせ：菅野 

★（仮称）川越市森林公園計画地 植物調査・保全活動 

日時： 9月 9日・23日，10月 14日・28日（月）

9:30-12:30 

集合：川越南文化会館（ジョイフル）9:30 

（川越市今福 1295-2） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

	
 毎月第 2月曜日は植物調査、第 4月曜日は西

側公有地の常緑広葉樹林遷移防止のための手入

れ保全作業。 

★チョウの実地観察会 

日時： 9 月 11 日（水）10:00-12:00（雨天の場

合は 12日に順延） 

場所：安比奈親水公園入口（川越市池辺 1302） 

持ち物等：帽子、タオル、水筒、長そで・長ズ

ボンで（暑さ対策をお願いします） 

問い合わせ：猪俣（049-232-1101） 

★九十川魚類調査 

日時： 9月 27日（金） 

問い合わせ：大辻（049-231-1510） 

★【協力】地曳網体験 in入間川 

日時：9月 29日（日）10:00-13:00 

場所：入間川平塚橋上流左岸（雁見緑地） 

参加費：大人 500円、子ども 200円 

主催：NPO法人荒川流域ネットワーク 

問い合わせ：鈴木勝行（Tel.090-7804-5722, E-

mail: k_suzuki@pk2.so-net.ne.jp） 

	
 親子で伝統漁法・地曳網を曳き、魚取りに挑

戦します。昼食各自持参、事前申込必要、濡れ

てもよい服装で。本会ホームページ（http://kaw

agoekankyo.net/news/002865.html）に詳しい情報

を掲載したポスターを掲載しています。 

親
子
で
伝
統
漁
法・地
曳
網
を
曳
き
、魚
取
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

 地曳網漁は40年ほど前まで入間川水系
で夏期アユを捕るため盛んに行われてき
た漁法です。親子で伝統漁法である地曵
網を体験してもらうため、平塚橋上流で開
催します。同時に移動水族館も開催し、捕
れた魚の紹介も行います。

この事業は武州・入間川プロジェクトから
助成を受けています

地
曳
網
体
験
LQ
入
間
川

【開催日時】
2013年9月29日（日）
【集合場所】
　入間川平塚橋上流左岸（川越市）
【開始時間】10：00
【終了時間】13：00
【参加費】大人500円、子ども200円
網が曳けるのは小学校３年生以上です。
【昼　食】各自ご持参下さい。　
※事前申し込みをお願いします
※濡れてもいい服装でおいで下さい。

主催■NPO法人荒川流域ネットワーク
共催 ■ 武蔵漁業協同組合
問い合せ■ TEL 090-7804-5722 鈴木勝行　
                 mail：k_suzuki@pk2.so-net.ne.jp

開催場所アクセスマップ

地曳網実施場所

雁見橋

駐車場

入
間
川

←

←
←

←

←
←

鯨井中

39

254

寺山堰
雁見緑地

落合橋

平塚橋

160

51
雁見橋

 
＜公開イベント＞（詳しい情報は「おしらせ」の

各記事をご覧ください） 

★環境施設めぐり（バスツアー） 

日時：9月 7日（土）7:50-18:30 

場所：川越駅西口暫定自由広場前 8:00出発 

見学先：江戸東京博物館、東京臨海広域防災公

園、日本科学未来館（申込は締め切っています） 

★【出展】2013アースデイ・イン・川越 立門前 

日時：10月 6日（日）10:00-15:00 

場所：蓮馨寺、旧鶴川座、旧川越織物市場、熊

野神社、立門前通りなど 

★川越まつりまち美化活動 

日時：10月 19・20日（土・日）11:00-21:00 

	
 10月 19・20日の両日にわたる「川越まつり」

のまち美化活動を、例年通り 11時から 21時ま

で、2 時間単位で中心部のポイ捨て防止の啓発

活動を「赤いボランティア法被」を着て行いま

す。詳細は 10月号に掲載します。 

★狭山丘陵見学（バスツアー） 

日時：11月 7日（木）8:20-17:00（少雨決行） 

場所：川越駅西口暫定自由広場前 8:30出発 

見学先：さいたま緑の森博物館、クロスケの家、

菩提樹池
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会員・関係団体の主催行事  
●NPO法人武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.&Fax.049-224-9118,

 foresth@nifty.com） 

☞森林公園かんさつ会 

（各日共通）国営武蔵丘陵森林公園南口休憩所

10:20 集合、15:00 過ぎ終了解散、参加費、200

円。入園料要、お弁当持参。雨天決行。ただし、

公園主催は、南口噴水前広場で受付をしていま

す。 

◆9月 11日（水）・22日（日）（考える会主催） 

	
 ナンバンギセルの花や昆虫、クモなどを観察

します。植物の解説は、太田先生です。 

◆10月 15日（火）（考える会主催） 

	
 公園内をのんびりと野草や昆虫類を観察しま

す。チョウやバッタ類を探しましょう。植物の

解説は、太田先生です。 

◆10月 27日（日）（公園主催・考える会協力） 

	
 今年もセンブリの可憐な花を楽しみます。ク

モや昆虫類も探しましょう。植物の解説は、太

田先生です。10:20 ごろ公園南口から入園。入

園後受付。 

●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 
2013年度予定表	
 （	
 ）内は予備日 

月 日 活動内容予定 
9 14 ブロッコリー、キャベツの収穫 

10 12 大根畑の片付け・ビニールはがし 
11 9 里芋の収穫・芋煮会 
12 14 大根の収穫・ビニールはがし 
1 11（18） 雑木林の手入れ・落ち葉掃き 
2 8 （15） 雑木林の手入れ・落ち葉掃き 
3 8 雑木林手入れ	
 焼き芋・スープ・あそ

ぼうパン 

◆9月 14日（土）9:30ごろ-12:30ごろ 

	
 ブロッコリー、キャベツの収穫 

◆10月 12日（土）9:30ごろ-12:30ごろ 

	
 大根畑の片付け・ビニールはがし 

集合：明見院（川越市今福 677） 

クラブ会費：1家族 1,000円（保険代・備品代 

等）、クラブ員でない参加者は 1人 100円（保 

険代）とします。 

●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵 

（Tel.090-2521-5770, Fax.049-222-0786） 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放置

自転車」のゼッケンをつけて、まち美化啓発運動 

1. 第 1火曜日・第 3木曜日（13:30-15:00） 

◆9月 3日（火）・19日（木） 

◆10月 1日（火）・17日（木） 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所

まで。 

2. 第 2日曜日（9:30-11:00） 

◆9月 8日（日）・10月 13日（日） 

	
 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ。 

3. 第 4土曜日（13:30-15:00） 

◆9月 28日（土）・10月 26日（土） 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

☞「川の国応援団・新河岸川市内流域の清掃」 

	
 原則として第 4日曜日 9時より 2時間。参加

できる人は、担当分担の割り振りのため、実施

日の 3日前までに武田（090-2521-5770）へご連

絡ください。 

◆9月 22日（日）9:00-11:00 

	
 新河岸川下流域で、旭橋右岸 9時集合。上・

下流清掃、旭橋左岸で解散。 

◆10月 27日（日）9:00-11:00 

	
 新河岸川上流、月吉陸橋下の三日月橋そば集

合。上・下流域清掃して、集合地で解散。 

●みなみかぜ いきいき田んぼの会（川越生物多

様性有機農法で地域づくりに取り組む会） 

問い合わせ：社会福祉法人健友会みなみかぜ 後

藤・田崎（Tel.049-234-8500, Fax.049-239-5646） 

会場（集合）：みなみかぜ地域交流センター（川

越市吉田 204-2）。 

☞農作業 

◆毎週火・金・土曜日の午前中（9:00-11:00）。 

	
 （但し、イベント日・定例会（第 2）の土曜

日は除く）いつからでも、誰でも参加できます。
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会員になって 1年通して生きものいっぱいの田

んぼで米つくりに、田んぼ生きもの調査、田ん

ぼ遊びに参加ください。 

☞稲刈り&稲架掛け 

◆9月 14日（土）9:00-12:00（受付 8:45-） 

参加費：会員 なし、会員外 100円（保険料等） 

持ち物・服装：帽子、汗ふき用タオル、水筒、

上着・ズボン（稲穂が皮膚に当たるとチクチク

するので、肌を覆う服装で）、運動靴（田んぼは

乾いています）、草刈鎌（持っている方） 

昼食：各自持参または予約受付（500 円、子ど

も用 300円） 

実施可否：当日 8:00に決定。電話で問い合わせ

ください。雨天の場合は 21日（土）に順延。 

☞2013収穫感謝祭 

◆10月 5日（土）予定 

企画検討中、新米配布 

☞第 7回生きものクラブ（お月見の話・お月見会） 

◆10月 19日（土）予定（午後〜夕方） 

●東洋大学環境コミュニケーションゼミ 

問い合わせ：小瀬博之（E-mail: hkose＊toyo.jp

（＊は半角@に変換ください）, Fax.049-239-15

32）、確定した詳しい情報は、エコキャンパスプ

ロジェクト川越ホームページ（http://team-6.eng.

toyo.ac.jp/eco）に順次掲載します。 

☞笠幡水田再生プロジェクト「稲刈り」 

◆9月 22日（日）8:30-12:00終了予定（生育・

天気によって変更の可能性あり） 

場所：川越市笠幡 2175-1（8:30 JR 川越線笠幡

駅か 8:45現地集合、笠幡駅から送迎あり）  

作業内容：稲刈り・脱穀・袋詰め 

募集人数：10名程度 

持ち物：汚れてもよい服装・はきもの（肌を覆

うものがよい）・帽子・汗ふきタオル・鎌（あれ

ば） 

申込期限：9月 19日（木） 

（期限後でも問い合わせください） 

	
 6 月 2 日に田植えをしてから 113 日目。いよ

いよ稲刈りとなります。これまで参加した方も

初めての方もぜひこの機会に稲作体験をしてく

ださい。 

☞【出展】第 4回こもれび祭 

◆11月 3日（日）・4日（休）10:00-18:00 

会場：東洋大学川越キャンパス 

	
 収穫した米とこの米を使った焼きおにぎりを

販売予定です。（http://www.komorebisai.com） 

☞学生ホール食堂棟 グリーンカーテン 

◆随時見学可（案内が必要な方は要連絡） 

	
 学生ホール食堂棟の高さ約 9m、長さ 30m の

ガラス面に、ゴーヤ、アサガオ、フウセンカズ

ラのグリーンカーテンを設置しています。 

●公益財団法人埼玉県生態系保護協会 

川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957）、当

日の携帯電話連絡（Tel.080-6584-3010） 

☞伊佐沼でバードウォッチング（毎月第 2日曜

日） 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼西岸蓮見橋、解散は集合場所で 12:

00ごろ。持ち物：筆記用具、あれば野鳥図鑑・

双眼鏡・飲み物。参加費：300円、高校生以下 1

00円（保険料・資料代として） 

◆9月 8日（日） 

	
 セイタカシギが今月の目玉の鳥です。昨年は

20数羽が飛来して、秋の伊佐沼が賑わいました。

サギの仲間が 5種と、カモの仲間では先発のコ

ガモが観察されました。沼を渡ってくる風は涼

しく感じられます。 

◆10月 13日（日） 

	
 シギやチドリの渡りが盛んな月で、水面から

聞こえるアオアシシギの声に、飛来を察します。

探してみましょう。餌の小魚を捕るサギも多く

観察できます。 
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広報委員会からのおしらせ

●「かわごえ環境ネット」にご入会ください 

	
 私たちは、かわごえの環境をよくするために

行政をはじめとするさまざまな団体と協働して

活動を行っています。個人会員は年会費 1,000

円、5 名以上の団体・事業者は、年会費 2,000

円です。 

	
 会員になることで、本紙の送付などのサービ

スが受けられます。また、さまざまな環境活動

に参加することができ、社会での活動の場が広

がります。 

	
 特に会社を退職された方や子育てを終えて、

社会活動を行いたいと考えている方、やりがい

のある事業がたくさんあります。入会について

の詳細は、かわごえ環境ネット事務局（川越市

環境政策課環境推進担当、川越市役所本庁舎 5

階、Tel.049-224-5866）へ問い合わせ、またはか

わごえ環境ネットホームページをご覧ください。 

http://kawagoekankyo.net 

 

●本紙への原稿投稿を受け付けています 

	
 川越における環境活動報告などの記事をぜひ

お寄せください。写真の掲載も可能です。また、

本会会員や関連団体等が実施する公開イベント

等の情報掲載も受け付けています。2013 年 10

月号（No.084，10月 1日発行予定）の掲載原稿

は、9月 15日（日）必着です。電子データでい

ただけるととても助かります。原稿と写真は編

集担当共有のメールアドレス（koho@kawagoek

ankyo.net）にお送りください。メールを使用し

ていない方は、かわごえ環境ネット事務局（環

境政策課、川越市役所本庁舎 5階）に提出くだ

さい。 

 

●本紙がカラーで見られます 

	
 本会ホームページでは、バックナンバーを含

めてカラーで本紙が見られます。団体会員のみ

なさまは、URLをおしらせするだけで会員への

周知が可能でとても便利です。スマートフォン

にも最適化されています。 

http://kawagoekankyo.net/news 

 

●Twitterでかわごえ環境ネットをフォロー 

	
 かわごえ環境ネット Twitter（@kawagoekanky

o）は、ブログの更新と連動してツイートします。

Twitter にユーザー登録してぜひフォローして

ください。https://twitter.com/kawagoekankyo 

  

●Facebookページ「いいね！」してください 

	
 かわごえ環境ネットは、インターネットでも

積極的に情報発信しています。ブログ、Twitter

に続き、Facebookにもページがあります。かわ

ごえ環境ネットからのお知らせだけでなく、メ

ンバー間での情報共有にも活用できます。まず

は Facebook に登録していなくてもご覧いただ

けますが、ぜひアカウント登録を。 

https://www.facebook.com/kawagoekankyonet 

●編集後記▽暑い夏がやっと終わりますが、な

お残暑厳しい日が続きそうです。2 学期の子ど

もらは、クーラーの無い教室でしばらく我慢を

強いられそうです。異常気象・地球温暖化、特

に海水の温度上昇を表す真っ赤なテレビの画像

を見ると前途への不安とともに待ったなしの対

策が必要だと痛感させられた毎日でした。▽か

わごえ環境ネットも参加した 8 月 4 日の「エコ

プロダクツ」、6 月の「環境月間環境啓発展」、2

月の「環境フォーラム」と、つばさ館の利用が

続きました。11 月には 2 回目の「つばさ館まつ

り」が予定されているようですが、しだいに市

民に親しまれる啓発施設になっています。▽来

月の川越まつりの前日の 10 月 18 日に自治会連

合会の全国大会が川越で開かれます。防災や環

境問題、高齢者の見守りは地域密着の自治会の

活動が不可欠です。週 2 回のごみ出しが地域の

連帯を強め、ごみ減量への取り組みへとつなが

ります。かわごえ環境ネットの創立にも、自治

連が大きな役割を果たしました。この大会を機

に、自治連がかわごえ環境ネットの核となる会

員であることを再認識したいものです。（TK） 
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イベントカレンダー（9月 1日〜10月 23日） 
日 月 火 水 木 金 土 

9/1 9/2 9/3 
★9:00池辺公
園定例活動 
◎13:30まち
美化啓発運動 

9/4 9/5 9/6 9/7 
★7:50環境施
設めぐり 

9/8 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼でバードウ

ォッチング 

9/9 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地植物調査 

9/10 9/11 
★10:00チョウ
の実地観察会 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

9/12 9/13 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

9/14 
◎9:00稲刈り
&稲架掛け（み
なみかぜ） 
◎9:30おいし
く楽しく農業

体験 
9/15 
○本誌 10月号
原稿投稿期限 

9/16 
敬老の日	
 

9/17 
◆9:00広報委
員会 

9/18 9/19 
◎13:30まち
美化啓発運動 

9/20 9/21 

9/22 
◎8:30稲刈り
（東洋大学） 
◎9:00川の国
応援団 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

9/23 
秋分の日	
 

★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地保全活動 

9/24 9/25 9/26 9/27 
◆9:00理事会 
◆10:30事業
運営委員会 
★九十川魚類

調査 

9/28 
◎13:30まち
美化啓発運動 

9/29 
◎10:00地曳網
体験 in入間川 

9/30	
 10/1 
★9:00池辺公
園定例活動 
◎13:30まち
美化啓発運動 

10/2 10/3 10/4 10/5 
◎収穫感謝祭

（みなみかぜ） 

10/6 
★10:00アー
スデイ・イ

ン・川越 

10/7	
 10/8 10/9 10/10 10/11 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

10/12 
◎9:30おいし
く楽しく農業

体験 

10/13 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼でバードウ

ォッチング 

10/14 
体育の日	
 

★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地植物調査	
 

10/15 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

10/16 10/17 
◎13:30まち
美化啓発運動 

10/18 
◆9:00広報委
員会 

10/19 
◎第 7回生き
ものクラブ（み

なみかぜ） 
★11:00-21:00
川越まつりま

ち美化活動 
10/20 
★11:00-21:00
川越まつりま

ち美化活動 

10/21 10/22 10/23 ★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他	
 詳細は個別の記事をご覧ください 
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